
「ラフティング世界選手権２０１７」を
契機としたスポーツツーリズム

徳島県三好市産業観光部長 大西裕之（資料２）



徳島県三好市の紹介

人口：約２７，０００人 高齢化率：約４２％
面積：約７２２平方キロメートル、森林が約９０％
普通会計決算：約２4０億円（平成２８年度）
「四国のへそ」、「高校野球さわやかイレブン・やまびこ打線で有名な池田高校」

「三好には、なんにもない。」と良く、地元の中高生が言います。

市内に映画館はなし、書店は１軒、有名な外食チェーン はなし
（例えば、マクドナルド、吉野屋、ケンタッキー、スターバックス、回転ずし店）

ファッション系大手ストアもなし （例えば、ユニクロ、しまむら）

しかし、全国的にはインバウンド、
移住（日本版ＣＣＲＣ）、サテライトオフィス
世界農業遺産、
そしてラフティングで注目されつつあります。

①日本三大暴れ川 吉野川
②日本三大秘境 祖谷
③日本三大奇橋 かずら橋
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大歩危・祖谷のエリア

祖谷のかずら橋

大歩危・小歩危 祖谷渓／小便小僧

祖谷渓／ひの字渓谷 雲海（八合霧）

ラフティング

野鹿池山

児啼爺・山城の妖怪 竜ケ岳

塩塚高原

奥祖谷のエリア

剣山 三嶺

奥祖谷
二重かずら橋

天空の村・
かかしの里

ちいおり落合集落

三好市の主な観光資源

温泉塩塚高原野焼き 妖怪まつり

祖谷平家まつり

雪合戦四国大会

北部エリア 雲辺寺 箸蔵寺 池田の町並み

黒沢湿原井川スキー場腕山 坪尻駅

いけだ阿波おどり 三好長慶武者行列まつり 四国酒まつり

ジップライン

ウェイクボード

トレッキング・ハイキング

ＪＲ・観光列車
四国まんなか
千年ものがたり

パラグライダー

キャンプ場・バンガロー

四国中央構造線活断層帯

急傾斜地農業 世界農業遺産神代踊

ツールドにし阿波
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ラフティングとは

ラフトと呼ばれるゴムボートで激流を下っていく、アウトドアスポーツ。

日本では１９９０年代初めより、一般体験型のコマーシャルラフティングが開始
され、子供から大人まで気軽に大自然を満喫できるスポーツとして人気が高
まっている。



レース・ラフティングとは、

レースラフティングはラフトボートに４人もしくは６人で乗り込み、激流をいかに
早く正確に下れるかをタイムで競うスポーツ。

種目としては、
・スプリント（短距離のタイムトライアル）
・Ｈ２Ｈ ヘッドツウヘッド （２艇同時スタートによる短距離レース）
・スラローム（指定された順番にゲートを通過し、タイムを競う）
・ダウンリバー（３～４艇ずつスタートし、長距離でのタイムを競う）

の４種目があり、各種目の順位によってポイントが与えられ、４種目の総合獲
得ポイントにより順位が決まる。

国内でのレースラフティングの歴史は古く、１９７０年代より、大学探検部を中心
に利根川、長良川、天竜川、北山川など全国各地で大会が開催されてきた。

パドルを漕ぐ瞬発力や持久力といった運動能力に加え、川を読む力やチーム
ワークなど総合的な力が試されるスポーツである。



ススプリントト

Ｈ２Ｈ ヘッドツウヘッド

スラローム

ダウンリバー



ラフティング世界選手権誘致に至るまで

三好市
・少子過疎高齢化が顕著
・三好市の商業ラフティングは２０年超の歴史
・世界選手権開催で地域を活性化
・地方創生の核に

地元関係者
・地元女子チーム「ザ・リバーフェイス」の支援

（２０１０年オランダ大会優勝）
・大歩危リバーフェスティバル開催で
運営のノウハウを醸成（１０年間）

・招致のための委員会を設置

日本の競技関係者
＋日本レースラフティング協会
・日本で未開催（２００７年韓国開催）
・吉野川中流域は、激流、かつ清流、
水量が安定（上流に早明浦ダムあり）

ＩＲＦ（国際ラフティング連盟）
・日本は未開催
・日本ブームで 選手の関心が高い
・市主体で質の高い大会を期待

世界選手権を誘致したいと
いう関係者の思いが一致

しかし、
世界大会へ向け、課題山積

ノウハウは、予算は、実施体制
は？



地方自治法、条例、規則で制約
のある自治体自らが細かな大会
運営を図るのは困難

過疎高齢化の進むまちで
マンパワーの不足は顕著

ラフティング世界選手権実行委員会

ラフティング世界選手権
推進室（市役所内）

国、県、近隣自治体、関係団体、
地域住民等、多くの協力が必要

競技の実施は、
行政としては未経験

競技団体等から、
大会オーガナイザー
競技ディレクター

セーフティーディレク
ターを選出

首長のリーダーシップと
市議会の理解

市内業者で

できない部分
が多い

スポンサー募集
会場設営
イベント進行

県外、市街業
者へ業務委託

収入：市補助金、選手負担金、スポンサー料、グッズ売上
マンパワー：市職員＋競技団体＋地元関係者

関係団体（自衛隊、徳島県ほか）＋有償スタッフ＋無償ボランティア

市の責任：市長が実行委員会会長、市補助金、実行委員会事務局担当
「三好市」の責任が明確であった。

実行委員会方式について



徳島県三好市

セレモニー会場
（三好市池田総合体育館）
シャトルバス発着場

Ⅲ【オープン＆マスターズ】

ダウンリバーＦＩＮＩＳＨ(川口
)

Ⅱ【オープン＆マスターズ】
スラローム（イド瀬）

サポートセンター
キャプテンミーティング会場

（旧西宇小学校）

大会本部
（ﾘﾊﾞｰｽﾃｰｼｮﾝWest-West）

Ⅲ【オープン＆マスター
ズ】

ダウンリバーＳＴＡＲＴ
（ﾘﾊﾞｰｽﾃｰｼｮﾝWest-West）

Ⅰ【全カテゴリー】
スプリント・Ｈ２Ｈ
（カシの瀬）

Ⅴ【ジュニア＆ユース】
ダウンリバーＦＩＮＩＳＨ

（土佐岩原）

Ⅴ【ジュニア＆ユース】
ダウンリバーＳＴＡＲＴ

（豊永）

Ⅳ【ジュニア＆ユース】
スラローム（堂床）

競技会場

競技会場全体図



プレ大会唯一の外国チーム
オーストラリア・オープン男子チーム



ラフティング世界選手権プレ大会（Ｈ２８年１０月）実施後の課題

１ 通訳確保の課題
・本大会に向け、通訳の数とレベルの確保

２ 観客対応の課題
・競技会場周辺は足場が悪く、危険な箇所が多いため、安全な観覧の確保

３ 宿泊の課題
・地域の宿泊数が限定されている中で、選手、大会関係者、観客の宿泊確保
・宿泊施設でのサービス向上、統一的な対応

４ 悪天候時の対応
・台風等の荒天の場合、大会の中止、日程変更、競技会場の変更の対応



通訳の確保について

１ 本大会に向け、通訳の人数とそのレベルをどう確保するのか。

（現状・課題）
プレ大会では、オーストラリア１チームの参加であり、人数も限定で参考にならず。
三好市として、これまで国際大会の開催実績がないことから、通訳の確保が不安材料。
英語以外の言語についてどう対応するのか、選手エントリーが終了しない不明な状況。

（対応）
・できるだけ多くのネットワークを活用し、様々な組織や個人に協力を依頼

①通訳ボランティア（募集）
②阪南大学国際観光学部
③国際ワークキャンプ
④ＪＴＢスタッフ

・原則、英語で対応
・宿泊施設等では、「指差しシート」、「電話での通訳サービス」、「通訳の同宿」対応



観客対応について

１ 競技会場周辺は、足場が悪く、危険な場所が多いため、安全確保に
努めた上で、観覧をどのようにするのか。

（現状・課題）
主たる競技会場であるリバーステーションＷｅｓｔ-Ｗｅｓｔ周辺は、駐車場は少ない。
また、吉野川周辺は、足場が悪く、観客にとって危険な場所が多い。
観客が安全に競技を観覧できる対応が求められた。

（対応）
①「カシの瀬」に観覧席（原則、有料）、観覧スペースを設営

「イド瀬」では、国道歩道からの観覧
ただし、観客が手すりにもたれかからないよう対応

②競技会場に「ビジョンカー（大型モニター車）」を配置
サブ会場の池田総合体育館サブアリーナ では、
パブリックビューイングを実施

③池田ケーブルテレビによる三好市内で生中継と再放送。
なお、徳島県内はテレビトクシマ経由で同時中継（ＣＡＴＶ）



ラフティング世界選手権２０１７の概要

ラフティング世界選手権２０１７

１ 大会日程
平成２９年１０月３日（火）～１０月９日（月）
※１０月２日（月）は選手受付

２ 競技会場
吉野川中流域
（徳島県三好市山城町、高知県大豊町）

３ 参加国数・人数
２２か国（７１チーム、５１５人）

４ 観客数
合計 １９，３００人

３日 １，８００人、６日 １，５００人、
７日 ２，０００人、８日 ６，０００人、
９日 ８，０００人

ラフティング世界選手権プレ大会（参考）

１ 大会日程
平成２８年１０月６日（木）～１０月１０日（月）

２ 参加国数・人数
２１チーム、１３０人
※海外チームは、オーストラリア１チーム

ラフティング世界選手権２０１７は、
プレ大会と比較し、

参加人員で４倍（１３０人⇒５１５人）、
海外チームは（１チーム⇒６３チーム）、
大会日程が２倍（４日⇒８日）

運営面で様々な課題と負担が増加。





平成２９年１０月３日
オープニングセレモニー
東祖谷中学生による「祖谷衆太鼓」

平成２９年１０月３日
オープニングセレモニー
地酒の鏡割り





競技の様子、スプリント



表彰式の様子
地元男女ユースチーム「ＴＲＡＫＴ」



地元中学校と代表チームの交流
井川中とＵＡＥチーム

カシノ瀬付近
地元チームへの応援



ラフティング世界選手権２０１７の良かった点

①天候に恵まれ、競技進行が予定どおり、実施できた。

②選手、観客、スタッフに大きな事故、けががなかった。

③日本代表チーム、地元チームの優勝、活躍があった。

④ボート運搬システムや交通警備が機能し、交通渋滞が なかった。

⑤マスコミの後援、協力も得ながら、特に県内において新聞、テレビの
取り扱いが増え、大会やラフティングの認知度が向上した。

⑥選手との交流事業や選手パレードの実施、住民のボランティア、
スタッフの大会参加を通して地域の一体感が醸成された。

⑦宿泊施設なども含め、これまでの世界選手権にない、
高い「ホスピタリティ」がＩＲＦ（国際ラフティング連盟）、選手から評価された。

⑧通訳の確保については、関係者の理解、協力が得られた。







プロジェクトマネージャーを
外部から招聘

にし阿波観光圏認定
（Ｈ２０．１０～Ｈ２５．３）

にし阿波～剣山・吉野川
観光圏認定
（Ｈ２５．４～Ｈ３０．３）

大歩危・祖谷温泉郷
大歩危・祖谷いってみる会の活動

古民家再生
アレックス・カー氏のプロデュース

WWAウェイクボード世界選手権大会
の開催（２０１８）

訪日外国人観光客受け入れ

「ウォータースポーツのまち・三好市」の推進

ラフティング世界選手権２０１７の開催

三好市施策展開のイメージ

関西ワールドマスターズゲームズ２０２１
三好市でラフティングが、オープン競技として開催

かずら橋、大歩危・小歩危、剣山
豊かな自然 生涯活躍のまち

（日本版ＣＣＲＣ）
Ｈ２８．１１認定

ジオパーク認定へ推進
食と農の景勝地

（にし阿波地域取組認定、Ｈ２８．１１）

取り組み中の施策

観光列車
四国まんなか千年ものがたり

大歩危駅⇔多度津駅
Ｈ２９．４月 運行開始

高松・高松空港⇔祖谷・大歩危
直行バス 毎日運行
Ｈ３０．７月 運行開始

ＪＲ四国

琴平バス



四国・徳島にし阿波

桃源郷祖谷の山里 茅葺き民家ステイ

「桃源郷の様な別世界」
東洋文化研究家である
アレックス・カーさんは、
徳島の祖谷(いや)に広
がる日本の原風景をこう
表現しました。

第187回国会における安倍内閣
総理大臣所信表明演説より



▼霧立ちのぼる祖谷渓谷

祖谷の美しい

「風景」

語り継がれてきた祖谷の

「歴史」

今に残る祖谷の

｢生活文化｣

▼落合集落（国指定重要伝統的建造物群保存地区）

▼平家伝来の「かずら橋」

▼ 密かに語り継がれてきた「平家落人伝説」 ▼急傾斜地農業に不可欠な「コエグロ」

▲ 祖谷の伝統お正月膳
→ 地域資源を活用したコミュニティビジネスの創出



山間集落ならではの古民家ステイ

【改修前】 【改修後】エアコン、床暖房、ＩＨ調理器等の最新設備

「古い物の中に新
しいモノを取入れ
る。それが伝統を
守る道である」

【体験プログラム・郷土料理】

【茅葺民家ステイ】

＜蕎麦打ち・農作業体験＞

＜郷土料理体験・ケータリング＞

【「桃源郷祖谷の山里」
プロジェクト】

東洋文化研究者
アレックス・カー氏に

よる総合プロデュース
空き家８棟を地域の
伝統工法により再生



茅葺民家ステイ 体験 食 アクセス 運営全般

提供するサービスおよび必要な業務

料理提供ｽﾀｯﾌ お掃除ｽﾀｯﾌ 体験の先生

食材提供者

運営団体専任スタッフ

■茅葺民家ステイ企画・運営
■体験企画・運営・手配
■広報・宣伝・集客・営業

目的別チーム

■地域住民が目的ごとにチーム編成

仕事の発生 収入の発生

サービス 対価

雇用の創出

地域の連携

目的別に
複数のｽﾀｯﾌ

事務局スタッフ

運営団体
三好市役所

施設管理委託
又は貸付

施設利用料
又は家賃

運営体制 ＜地元のＮＰＯ法人（スタッフ＝よそ者・若者）が核となり、地元住民と一体となった形で運営＞
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左のうち海外の地域別の割合茅葺古民家の実績



国内商談会
FAM Trip

（視察旅行）

現地営業

訪日外国人の誘客戦略 長期滞在の集客に向けた戦略

ジビエ料理

霊峰剣山

＜官民協働のにし阿波～剣山・吉野川観光圏と連携＞

◆地域資源を活用した食・滞在プログラムの開発◆ターゲットの明確化
◆商談会・メディア招請・現地営業

複合的・継続的な
プロモーション
サイクル

インバウンド誘客を核として地方創生をリード

大歩危・祖谷いってみる会
ディスカバー農山漁村の宝特別賞
「フレンドシップ賞」受賞団体

大歩危祖谷温泉郷

吉野川大歩危遊覧船

ジビエ料理

大歩危・祖谷地区の
外国人宿泊客数（人泊）

「大歩危祖谷いってみる会」調べ



米３大旅行誌のひとつ「トラベル・アンド・レジャー」が選ぶ
The 50 Best Places to Travel in 2018 (２０１８年に訪れるべき５０の旅行地)

に、「IyaValley 祖谷渓」が日本からは唯一選ばれました



消失の危機にある文化的価値の高い空き家を
「宿泊施設」として再生することで

◆消失の危機にある文化財や山村集落の景観を守ることが
できる

◆新規の来訪者が持ち込む外貨により地域経済が活性化する

◆獲得した外貨により地域内に新たな雇用の創出や収入機会を
発生させることができる

◆上記の波及効果により山村地域の活性化が図られる

「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくり



ＷＷＡウェイクボード世界選手権大会

WWA WAKEBOARD WORLD CHAMPIONSHIPS 2018

ウェイクボード世界選手権大会実行委員会



１）大会名称

30回記念大会 WWAウェイクボード世界選手権大会2018

（The 30th Anniversary WWA WAKEBOARD WORLD CHAMPIONSHIPS 2018）

２）開催日

2018年8月30日（木）～9月2日（日）

＊9月1日（土）は、まちなか賑わいつくりを目的にしたイベントが計画されています。

３）開催地

徳島県三好市 イケダ湖特設会場

４）主 催

WWAウェイクボード世界選手権大会組織委員会

５）公 認

世界ウェイク協会（WORLD WAKE ASSOCIATION）

６）開催競技 ・ 参加者

ウェイクボード／ウェイクスケート／ウェイクサーフィン(参考競技)

参加国数・人数 ３４カ国 約１４７人 大会期間中来場者 約 １１，０００人

７）後 援

観光庁／スポーツ庁／国土交通省四国地方整備局

８）特別協賛

NAUTIQUE／ROCKSTAR ENERGY DRINK ／JAPAN AIRLINE ／四国アライアンス（阿波銀行、百十四銀行、伊予銀行、四国銀行）

９）協 賛

West -West ／ ㈱明和クリーン／RONIX ／JTB ／ ㈱三好浄化槽ネットワーク／徳島県歯科医師会／Frespo（大和リース）

１０）協 力

三好警察署 ／みよし広域連合池田消防署／徳島県立三好病院／国土交通省四国地方整備局吉野川ダム統合管理所／水資源機構池田総合管理所／吉野川

上流漁協協同組合／ウォータースポーツ振興議連／公益財団法人マリンスポーツ財団／一般社団法人日本ウェイクボード協会／調整中

開催概要



① オープニングセレモニー

ア 日 時 2018年8月31日（金）18:00～19:00

イ 場 所 三好市イケダ湖特設会場ステージ（荒天の場合池田総合体育館）

ウ 内 容 主催者挨拶，来賓挨拶，選手紹介，開会宣言，アトラクション(阿波踊り、ダンサー等)，記念撮影

オープニングムービーの上映，来賓、選手入場(特効、照明効果、阿波おどり連による先導等華やかな演出)

② 歓迎レセプションパーティー

ア 日 時 2018年8月31日（金）19:00～20:30

イ 場 所 三好市イケダ湖特設会場ステージ（荒天の場合池田総合体育館）

ウ 内 容 進め！すだちくん(英語ver&ダンスパフォーマンス)，乾杯，アーティスト演奏，阿波踊り，花火

※徳島県が誇る農林水産食材をふんだんに使用したメニューを堪能してもらう。

③ステージメント＆あったかマルシェ(食フェス)

ア 日 時 2018年8月30日（木）～9月2日(日)10:00～16：00

イ 場 所 三好市イケダ湖特設会場ステージ(荒天の場合池田総合体育館)

ウ 内 容 アーティスト演奏，郷土芸能，ＭＣパフォーマンス，等

④ ファイナルセレモニー

ア 日 時 2018年9月2日（日）12：30～（ファイナル前）

イ 場 所 三好市イケダ湖特設会場ステージ

ウ 内 容 決勝出場選手の紹介(プロクラスのみ)，競技への送り出し演出

⑤ クロージングセレモニー

ア 日 時 2018年9月2日（日）16:30～

イ 場 所 三好市イケダ湖特設会場ステージ

ウ 内 容 表彰式（プロクラスのみ），主催者挨拶，閉会宣言

関連行事



⑥ まちなかにぎわいイベント

９月１日（土）は、大会会場からシャトルバスで5分のところにある三好市のダウンタウン池田町でまちなかにぎ
わいイベントが同時開催されます。
まちなかでは、四国酒まつり、JCわくわくフェスタ、うだつマルシェ、銀座よろず市などがおこなわれ、阿波おど
り、音楽コンサートなど、四国の美味しいお酒を飲んだり、郷土料理に舌鼓、築２００年の古民家を改築し、6月
1日にオープンした地域交流拠点「MINDE」では、パーティーがおこなわれました



（１）日本人選手出場枠
ア. 日本代表選手(日本ウェイクボード協会推薦)
・アマチュア 15名 昨年度全日本選手権大会優秀選手
・プロ 18名

2018年プロツアーランキング 12名（男女各6名）
2017年プロツアーランキング 6名（男女各3名）

イ. アジア協会シード選手(アジアウェイクボード協会推薦)
・ アマチュア10名
・ プロ若干名

ウ. チーム徳島(大会実行委員会選抜) 20名程度
（１） 徳島県在住者もしくは勤務先、学校が徳島県の方
（２） 徳島県をホームゲレンデにしている方
（３） 実行委員会から推薦された方
＊イケダコイレブン 11名
＊その他9名程度 選考中

エ. 海外出場選手 募集中 ６月３０日一次集計

出場選手

W杯のマスコット イケダコイレブン

・ウォーターキッズプロジェクトとは

かつて三好市は、池田高校野球部が甲子園で大活躍し、その子どもたちの活躍する姿
が、町の希望であり、子供たちは町の人々の希望と夢を背負って甲子園で活躍し、町
の活気となりました。そして子どもたちは、その経験から社会人として大きく成長を遂げ
ました。

世界ブランドとなったウォータースポーツシティMIYOSHIは、まさしくウォータースポー
ツから世界にはばたく子どもたちを誕生させるには最高の環境を持っています。

特にウォータースポーツやスノースポーツのように自然環境の中でおこなうスポーツは
人工的に競技や練習をおこなう環境を創り出すことは困難です。

そして、平昌オリンピックスノーボードハーフパイプでの平野歩選手の活躍は、世界中
を震撼させました。時代とともに様々な価値観を持ったスポーツが人気をはくしますが、
平野歩選手のような世界トップクラスの選手が誕生するためには、環境と指導者の役
割は大きいと言えます。

ウォーターキッズプロジェクトとは、三好市の他地区にはない豊かな水の資源を活用し
て、グローバルな精神を持った子どもたちを育てていこうというプロジェクトです。

イケダコイレブンは、三好市の小中校生から
オーディションで選ばれました。



（2）開催クラス

① 出場資格 世界ウェイク協会の登録者であること。各国で予選・選考を行う場合は，それを尊重する。

② 参加料 アマチュアクラス・・・＄125（約13,750円） プロクラス・・・＄150（約16,500円）

※Late Registration Fee（応募締切後参加料） ＋$50（約5,500円）

③ 出場申込方法 世界ウェイク協会で募集する。

（3）競技方法（予選方法等）

・各クラスの出場者を5人程度（最大10人程度）のグループに分け，

予選を実施する。

・グループごとに準決勝を行い，2～4人の決勝進出者を決める。

（Pro Men , Pro Womenは決勝を8人で行う。）

・出場者が少人数のクラスは，決勝のみの競技を行う

（4）競技コース

競技コースの設定は,選手にとって最も最高の環境で競技が

実施出来るように世界ウェイク協会と協議中である。

曳き波が護岸にあたり跳ね返ることにより水面のコンデションが

悪化されることを避けるために波消しの対策が必要になる。

（5）成績採点・記録

選手は決められた競技エリア内で自由な演技を行い，3名のジャッ

ジがそれぞれ各項目（完成度100点，印象度100点，組立100点）

について採点し，3名のジャッジの平均点の3分の1を得点とする。

（6）表彰・記念品

・各クラス上位3名を表彰する。

・表彰者にはトロフィー及び記念品を授与する。記念品は、

地域色のあるものとする。

・プロクラス上位者には，世界ウェイク協会より賞金を授与する。

・プロクラスの表彰式は，クロージングセレモニーにおいて行う。

アマチュアクラスの表彰は随時実施するものとし，競技団体と

協議の上，競技運営に支障がないよう行う。

・表彰式は，池田湖特設会場ステージにて行う。

競技エリア
※WWAと協議中

競技ボート発着場
スタートピット

ウォーターパーク発着場
スタートピット



会場図面 池田湖水際公園 会場展開図



広報計画
（１）国内テレビ
ア.BSフジ 体育の日ホリデースペシャル! 60分番組 10月8日(月・祝）/予定

夢はアクアパラダイス!世界のウォータースポーツ!「世界ウェイクボードチャンピオンシップス」徳島から世界へ発信
番組ナビゲーター候補 旅人 はるな愛 青山隼（元プロサッカー/元徳島ヴォルティス）
競技解説 成田童夢（トリノオリンピック日本代表）/
＊地上波との連動による番組および報道をコーディネート中

イ.池田ケーブルテレビ 大会ライブ放送（チャンネル１２）
徳島県下に大会の模様をライブでON AIRします。大会会場の熱い熱気を徳島県民に届けます。
また、この模様はインターネットTVを通じて世界に配信されます。

（２）海外テレビ等
ア. ウェイクボードW杯の模様と徳島県の魅力を世界中のテレビを通じて発信します。(別紙資料参照）

NBC 北米にて放送 8000万世帯で放送、FUEL TV  100ヶ国で放送、各国テレビ63ヶ国で放送

イ.ウェイクボードW杯の事前告知を世界中のモニターを通じて発信します。
(1)ドイツ115駅の3800スクリーンで30秒の映像を放映
(2)1400万人の会員数を誇るヨーロッパ最大級のフィットネスクラブの約3300スクリーンで2-3分の映像を放映
(3)オーストラリアとアメリカ （バー、レストラン、ホテル、ジム、他）で10,000スクリーンで放送する。
(4)飛行機内放送ハイライトショーをスポーツプログラムに入れる。

Emirates Airlines/ Qatar Airways/ Lufthansa /Air China /Asiana Airlines/ KLM/ Air France/ 
United Airlines /Swiss Airlines/ Austrian Airlines /and その他



（３）その他の媒体 JAL連動プラン等
ア.事前
2018年7月1日～31日の国内線機内誌に告知広告

イ.事後
・国際線個人用モニター 上映便数約4300便/国際線JAL運航路線 2019年2月（1ヶ月）に

5分から10分程度の映像を放映。
・国際線2月1日～2月28日機内誌にカラー1ページ
大会中に収録した映像をもとに徳島県の宣伝PVを制作し、徳島県のインバウンド集客を目的に活用する予定。
（予算、取り扱いの協議が必要である。）

ウ.県内各所でのPR
徳島阿波おどり空港、JR徳島駅・池田駅、県南阿佐海岸鉄道でのPR

．プロスポーツを活用したPR
徳島ヴォルティス…「徳島県民デー」でのブースPR及び中四国地域での開催試合でのPR
徳島インディゴソックス…「徳島県民デー」でのブースPR



「BEAT WAVE 」 ウォータースポーツとロック＆阿波おどりのコラボレーション
「 WAKE UP SUNSHINE DAY」 日本のミュージシャン「サエキけんぞう」が書き下ろした移住＆交流ソング

徳島県・三好市を世界に発信！徳島県を元気にするソング！

「WWA Wakeboard World Campionships 」テーマソング
歌・ドラム HALUKA
発売日 2018 年７月４日(予定)
レーベル A-FORCE
楽曲数 ２曲
①BEAT WAVE
②WAKE UP SUNSHINE DAY ～The theme of MIYOSHI CITY～
③PV 動画付(2バージョン）
徳島県三好市の名所をバックにHALUKAが熱唱
全国 LIVE、プロモーションの活動時にW杯の告知も実施
徳島地元テレビ、ラジオ、新聞への出演

HALUKA
今、注目の女性ドラマー・シンガーHALUKA
子供のときにお祭りでみた和太鼓に興味をもち５歳から
ドラムスクールに通い始める。
小学校のときにROLAND のCM に出演。
中学生の時に吹奏楽部でパーカッションを担当
中学三年生の時に吹奏楽コンクールで金賞受賞。
高校生の時にバンドコンテストで 準グランプリ。
17 歳からワイルドミュージックスクール( つのだ☆ひろ主宰) 
に通い始めその才能と美貌、パフォーマンスが各方面から
注目される。
大学入学と同時に自身でかいたオリジナル曲を含む
ミニアルバムでCD デビュー。

ドラムの師匠のつのだ☆ひろ氏と

大会会場でのLIVE決定！

☆ウェイクボードアンバサダー(予定)
タレント/トランスジェンダー はるな愛「特別出演」
ドラマー＆シンガー HALUKA
元オリンピアン 成田童夢
元Jリーガー/俳優 青山隼「特別出演/会場来場」
旅する詩人 和馬 詩と文字で参加

「CDテーマソングタイトル」会場など
演歌歌手 長浜有美
三好市出身アーティスト Sacra e Sole「会場来場」

YuYu with Eriri



今後の方向性について

１ 「ウォータースポーツのまち・三好市」の標榜
①「地域スポーツコミッション」の設置による、持続可能なまちづくりの推進
②「水の運動会」などのスポーツ大会・イベントの開催により市民らが水に親しむ機会の創出
③子どもからトップアスリートまでが集う「吉野川ブランド」の実現（継続的な交流、市民の誇り）

２ 「ラフティング×チームビルディング」
①トライアルツアーの実施による企業等向け研修プログラムの開発（通年型、合宿等）
②静水面ラフティングを活用した修学旅行の受入れ（通年型）
③「ウォータースポーツのまち・三好市」をアピールするアウトリーチ事業（学校プールの有効活用）

３ ウォータースポーツ若手競技者の育成支援
①２つの世界選手権を通じた若手競技者の継続的な育成（TRAKT、イケダコイレブン）
②ふるさと納税による、若手競技者の育成支援事業
③民間を主体にしたクラウドファンディング等、新たな資金確保

４ ラフティング（アウトドア）客増への取り組み
①国内外プロモーションの強化
②「働く×暮らす」を組み合わせた新たな働き方の提案（企業ニーズの掘り起し）
③地場産業としてのアウトドア発展に向けた意見調整の場の創出

５ 関西ワールド・マスターズゲームズ２０２１
①オープン競技の開催（ラフティング、タッチラグビー）



商業ラフティング
年間約４０，０００人

ラフティング
世界選手権２０１７

「住んでよし、訪れてよし 三好市」の実現へ

「ウォ―タースポーツのまち・三好市」

インバウンド

外国人宿泊者数の増加
２，０００人⇒１８，８００人
（Ｈ２４－Ｈ２９）

スポーツツーリズム

ウェイクボード
ウェイクボード世界大会

（平成３０年８月３０日～
９月２日）

大歩危・祖谷地域

かずら橋
祖谷渓

温泉

古民家

中高年齢者が希望に
応じて地方等に移住

健康でアクティブな
生活

必要に応じ医療・介護
を受けることができる
地域づくり

全国で１７地域
四国で唯一認定

（平成２９年１１月現
在）

日本版ＣＣＲＣ

３つの大きな柱で
交流人口増へ

三好市の地方創生の戦略

「生涯活躍のまち」
構想の推進



三好市へ、ぜひお出でください
本日は、ありがとうございました。

ウォータースポーツのまち・三好市 の展開
住んでよし、訪れてよし 三好市の実現へ


